
彼
岸
の
入

り
を
前
に
、

た
く
さ
ん
の
参
拝
客
が

訪
れ

る
川
倉
奏
の
河

原
地
蔵
尊
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 	III川川川金木だより 

工
事
関
係
者
ら
二
十
八
人
に
感
謝
状
贈
呈
 

金
木
町
公

共
施
設
文
ユ
に

新
築
落
成
合
同
式
典
至
フ
 
に
終
了
 
ノ
、
ノ
金
 
木
 
町
 

ー

中
央
公
民
館
 

春
は
も
う
す
ぐ
、
 

あ
と
一
頑
張
り
だ
ノ
 

県
外
出
稼
者
を
激
励
訪
問
す
る
 

ー
愛
知
・
岐
阜
の
三
事
業
所

ー
 

当
町
の
出
稼
者
を
激
励
訪
間

す
る
昭
和
六
十
三
年
度
「
出
稼

農
業
者
事
業
所
訪
間
」
が
去
る

ニ
月
二
十

一
日
ー
ニ
十
三
日
ま

で
の
日
程
で
行
わ
れ
、
木
下
俊

蔵
農
業
委
貝
会
副
会
長
ら
が
ふ

る
さ
と
情
報
を
伝
え
出
稼
者
を

激
励
し
ま
し
た
。
 

今
年
訪
間
し
た
事
業
所
は
、
 

十
五
名
の
当
町
出
身
者
が
働
く
 

あ
 
ぐ
 

い
 

愛
知
県
阿
久
比
町
の
岡
戸
組
や

同
県
幸
田
町
・
日
本
電
装
西
尾

製
作
所
、
岐
阜
県
大
垣
市
・
イ

ビ
デ
ン
電
子
工
業
の
三
事
業
所

で
、
三
十
六
名
の
方
々
と
面
談

し
ま
し
た
。
 

こ
の
出
稼
訪
間
は
、
昭
和
四

十
五
年
か
ら
続
け
ら
れ
今
年
で

二
十
回
目
を
数
え
た
。
木
下
副

会
長
、
農
委
会
、
産
業
課
職
員

ら
三
人
の
訪
問
団
は
、
今
冬
の

積
雪
量
や
今
年
度
の
転
作
概
況
 

な
ど
の
近
況
を
伝
え
ま
し
た
が

就
労
者
か
ら
は
、
転
作
計
画
等

に
関
す
る
身
近
な
質
問
が
多
く

担
当
者
ら
が

ー
つ
ー
つ
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
、
喜
ば
れ
ま
し

た
。
出
稼
先
で
の
楽
し
み
の
一

つ
に
、
役
場
町
民
課
か
ら
毎
月

送
付
さ
れ
て
く
る
東
奥
日
報
の

新
聞
と
、
町
の
広
報
紙
「
金
木

だ
よ
り
」
だ
そ
う
で
、
遠
く
離

れ
て
い
て
も
、
ふ
る
さ
と
情
報

に
は
や
は
り
関
心
が
あ
る
よ
う

で
し
た
。
 

町
内
か
ら
の
冬
期
出
稼
者
数

千
四
百
人
の
多
く
は
、
三
月
下

旬
ー
四
月
上
句
に
か
け
て
の
帰

省
が
多
く
、
帰
省
と
同
時
に
農

作
業
が
待
ち
受
け
て
い
ま
す
が

や
は
り
家
族
の
も
と
で
の
仕
事

は
張
り
合
い
が
違
い
ま
す
。
 
「
 

春
は
も
う
す
ぐ
、
あ
と

一
頑
張

り
だ
ノ
」
と
、
皆
ん
な
元
気
で
 

町
の
公
共
施
設
完
成
に
伴
う
 

「金
木
町
公
共
施
設
新
築
落
成

合
同
式
典
」
 
が去
る
二
月
十
七

日
、
金
木
町
中
央
公
民
館
で
工

事
関
係
者
、
協
力
者
な
ど
約
九
十

人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。
 

今
回
の
式
典
は
、
先
頃
完
成
 
 

さ
れ
た
ば
か
り
の
①
金
木
東
部
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
②
金

木
中
学
校
柔
剣
道
場
③
神
原
防

災
コ
ミ
ュ
 ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
④

町
営
住
宅
⑤
中
柏
木
三
番
橋
架

替
⑥
芦
野
公
園
整
備
工
事
（
パ

ネ
ル
展
示
施
設
、
町
営
相
撲
場
 
 ト

イ
レ
・
シ
ャ
ワ
ー
新
設
、
張

芝
、
遊
歩
道
ト
イ
レ
新
設
）
ー
 

な
ど
の
落
成
を
祝
い
、
合
同
で

行
な
わ
れ
た
も
の
。
 

式
典
で
は
ま
ず
大
橋
町
長
が
 

「
工
事
関
係
者
、
土
地
提
供
者

の
方
々
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
よ
う
や
く
本
日
式
典
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
た
ー
い
と
御

礼
の
挨
拶
を
述
べ
た
あ
と
、
事

務
局
よ
リ
工
事
報
告

（
総額
一

億
六
千
四
十
六
万
円
）
が
あ
っ

た
。
 

統
い
て
、
大
橋
町
長
よ
り
関

係
者
及
び
協
力
者
合
わ
せ
て
一
一

十
八
人

一
人
一
人
に
感
謝
状
と

記
念
品
を
贈
呈
。
 

こ
の
あ
と
、
来
寅
と
し
て
出

席
し
た
原
田

一
実
県
議
会
議
長
、
 

花
田

一
県
議
会
議
貝
、
鳴
海
町

議
会
副
議
長
ら
が
次
々
と
「
待

望
久
し
い
諸
施
設
が
完
成
し
た

こ
と
で
、
今
後
益
々
金
木
町
が

発
展
す
る
こ
と
を
祈
念
す
る
ー
 

い
な
ど
と
祝
辞
を
述
べ
、
式
典

を
終
え
た
。
 

尚
、
今
回
感
謝
状
を
受
賞
さ

れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

▼
金
木
東
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ

ー
I
協
立
設
計
事
務
所
、
 

斉
藤
工
務
店
、
金
木
水
道
工
業
、
 

愛
工
電
設
、
沢
弘
建
設
、
角
田

千
代
作
▼
金
木
中
学
校

柔
剣
道
場
ー
鶴
谷
建
築

設
計
事
務
所
、
卿
小
山

内
建
設
▼
神
原
防
災
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
 

ー
小
山
内
工
務
店
、
脚

今
与
建
設
、
前
田
正
光

▼
町
営
住
宅
ー
沢
弘
建

設
、
脚
野
呂
電
気
商
会
、
 

卿
山
中
水
道
、
伊
丸
岡

工
務
店
、
小
山
内
電
気

社
▼
中
柏
木
三
番
橋
架

替
ー
脚
東
北
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
脚
今
与
 

建
設
▼
芦
野
公
園
整
備
工
事

廿
 

鶴
谷
建
築
設
計
事
務
所
、
金
木
 

町
建
設
業
協
同
組
合
、
今
岩
建
 

設
、
福
士
建
設
興
業
、
脚
青
森

舗
道
、
今
建
設
、
基
田
チ
サ
、
 

白
川
兼
太
郎
、
基
田
和
仁
 

▲金木中央公民館で行なわれた合同式典 

▲大橋町長より感謝状を贈呈されるエ事関係者 



イ
ビ
デ
 
ン電
子
工
業
に
て
 

みんな元気でした。 

'  
▲愛知県 日本電装にて 	 ▲愛知県 岡戸組にて 

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
、
日
7
1
 

使
わ
な
く
な
っ
た
も
の
が
物
置

等
に
眠
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。
 

た
と
え
ば
、
学
習
机
、
子
供

用
二
段
ベ
ッ
ト
、
乳
母
軍
な
ど

何
で
も
結
講
で
す
。
 

利
用
が
あ
る
町
民
に
再
利
用
 

/
 

し
て
も
ら
う
「
リ
サ
イ
ク
ル
コ
 

ー
ナ
ー
」
を
開
設
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
こ
う
い
う
も
の
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
下
さ
い
。
 

連
絡
先

ー

役
場
企
画
室
 

（
か
5
31
2
1
1
1
内
線
4
0)
 

味
噌
、
納
豆
づ
く
り
に
挑
戦
ノ

・
 

金
木
東
部
一
一
町内
「
農
産

加
工
研

修
会

」
開
催
す
る
 

帰
省
を
楽
し
み
に
し
、
訪
間
し

ー
た
人
達
を
安
心
さ
せ
て
い
た
 

地
区
住
民
待
望
久
し
か
っ
た
 

「金
木
東
部
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ

ー
」
が
先
頃
完
成
し

こ
の
施
設
を
利
用
し
た
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
活
動
が
早
々
開
始
し
た
。
 

去
る
ニ
月
七
日
、
十
五
日
の

一
百
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
た
農

産
加
工
研
修
会

（
同
セ
ン
タ

ー
 

管
理
運
営
委
員
会
主
催
ー
米
塚

勝
春
会
長
）
で
は
、
地
区
住
民

延
ぺ
五
十
人
余
り
が
参
加
し
、
 

金
木
農
業
改
良
普
及
所
の
指
導
 
 

の
も
と
①
味
噌
用
こ
う
じ
づ
く

リ
②
真
空
パ
ッ
ク
O
米
の
製
粉

④
味
附
作
り
⑤
納
豆
づ
く
り
ー
 

な
ど
に
初
挑
戦
し
た
。
 

最
初
は
機
械
の
扱
い
方
な
ど

で
手
こ
ず
っ
て
い
た
も
の
の
、
 

慣
れ
て
く
る
う
ち
に
そ
れ
も
解

消
さ
れ
、
三
町
内

（
山
道
町
、
 

美
晴
町
、
昭
和
町
）
住
民
の
呼

吸
も
バ
ッ
チ
リ
で
、
初
挑
戦
と

は
い
え
見
事
お
い
し
そ
う
な
手

づ
く
り
の
ク
味
噌
・
と
“納
豆
・
 

が
出
来
上
っ

た
。
 

同
セ
ン
タ
 

ー
の
目
玉
は
、
 

何
と
い
っ
て

も
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活

動
を
有
意
義

に
行
え
る
よ

う
に
」
農
産

加
工
研
修
室
」
 

と
「
わ
ら
工

品
研
修
室
」
 

が
設
置
さ
れ

て
い
る
事
だ
。
 

農
産
加
工
研
 
 修

室
に
は
、
真
空
包
装
機
、
自

動
発
酵
機
、
精
粉
機
な
ど
が
置

か
れ
、
味
嚇
、
し
ゆ
う
ゆ
、
山

菜
加
工
、
小
麦
粉
づ
く
り
を
誰

に
で
も
気
軽
に
行
な
う
こ
と
が

で
き
る
。
又
、
わ
ら
工
品
研
修

室
で
は
、
草
履
，
わ
ら
ヒ
、
つ

ま
ご
な
ど
伝
統
的
な
わ
ら
工
品

作
リ
の
た
め
の
わ
ら
を
柔
ら
か

く
す
る
な
ど
の
作
業
を
行
う
予

定
で
す
。
 

同
セ
ン
タ
ー
管
理
連
営
会
で

は
、
こ
の
二
室
を
有
効
活
用
す

る
こ
と
と
地
区
住
民
の
コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
活
動
の
輪
を
広
げ
て
ゆ

く
た
め
に
、
今
後
生
産
グ
ル

ー
 

プ
を
組
織
す
る
方
針
だ
。
こ
の
 

ー
お
知
ら
せ
ー
 

「
リ
サ
イ
ク
ル

コ
ー
ナ
 

▲先頃完成されたばかりの 「金木東部地区コミュニ
ティセンター」で開かれた農産加工研修会 

施
設
は
、
三
町
内
以
外
の
方
で

も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

（
申
込
先

ー
同
セ
ン
タ
ー
管
理

運
営
会
々
長
・
米
塚
勝
春
廿
5
2
 

1
4
3
0
4
ま
で
）
 

ー
」
開
設
に
つ
い
て
 

今年度の 

転作概況説明など喜ばれた。 

③ 金木だよりm川川till 



る
ニ
月
十
六
日
、
金
木
、
中
里
、
 

市
浦
、
小
泊
の
二
町
ニ
村
の
法

人
会
員
を
対
象
に
し
た
消
費
税

説
明
会
を
役
場
大
会
議
室
で
開

催
し
た
。
消
費
税
の
正
し
い
理

解
ー
を
目
的
に
開
か
れ
た
も
の

で
、
支
部
管
内
の
小
売
店
業
者

ら
約
百
人
が
参
加
。
仕
組
み
や

課
税
、
非
課
税
品
目
を
熱
心
に
 

mH川川川I金木だより ④ 

五
所
川
原
法
人
会
金
木
支
部
 

（
荒関
通
義
支
部
長
）
で
は
去
 

学
ん
だ
。
 

新
年
度
か
ら
導
入
さ
れ
る
消

費
税
は
、
業
者
に
と
っ
て
も
悩

み
の
種
。
こ
の
日
は
、
五
所
川

原
税
務
署
の
職
員
を
講
師
に
招

き
開
か
れ
た
が
、
ま
ず
初
め
に

税
金
納
付
時
期
を
「
個
人
の
場

合
は
来
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
 

、
法
人

（
会社
）
は
原
則
と
し

て
、
決
算
月
ニ
力
月
後
だ
が
、
 

今
年
に
限
っ
て
は
決
算
月
五
カ

月
後
に
納
付
。
つ

者
ま

り
四
カ
月
決
算

伽
 
は
九月
か
ら
L
い

惨

と
説
明
o
 

調
 
統
い

て
仕
組
み

引

を
解
説
。
あ
く
ま

熱
 
で
小
売
店
が
消
費
 

脱

す
る
消
費
税
だ
が

の
．
 
‘，、

ー
：ー
・『
叫
‘
 

員
仕
入

れ
か
ら
売
り
 

融
上
げ

ま
で
 
三
％

務
は
つ

き
ま
と
う
。
 

臓
 
こ
つ
し
た
理
由
を

川
 
スラ
イ
ド
を
使
っ

玲
 
た
例
題
で
わ
か
り

▲
 や
す
く
話
し
「
小
 

売
り
の
場
合
、
仕
入
れ
段
階
で

八
千
円
の
品
物
に
二
百
四
＋
円

の
消
費
税
が
つ
き
、
売
り
上
げ

一
万
円
の
場
合
は
三
百
円
。
納

付
額
は
売
り
上
げ
マ
イ
ナ
ス
仕

入
れ
で
、
六
十
円
が
税
額
と
な

り
、
差
益
の
二
千
円
は
変
わ
ら

な
い
」
 
な
どと
、
わ
か
り
や
す

く
説
明
。
 

更
に
消
費
税
の
か
か
る
取
引

な
ど
に
も
触
れ
、
特
に
海
外
旅

行
に
対
す
る
旅
費
に
つ
い
て
「
 

航
空
機
で
ハ
ワ
イ
ま
で
行
っ
た

場
合
、
金
木
か
ら
成
田
空
港
ま

で
の
旅
費
に
は
消
費
税
は
か
か

る
も
の
の
、
成
田

ー

ハ
ワ
イ
ま

で
は
消
費
税
は
か
か
ら
な
い
」
 

を
付
け
加
え
、
ま
た
土
地
の
売

買
な
ど
も
非
課
税
に
な
る
こ
と

を
説
明
し
た
。
 

こ
の
あ
と
質
疑
応
答
に
移
り
 

、
具
体
的
に
課
税
、
非
課
税
品

目
の
質
問
が
統
出
し
、
新
型
間

接
税
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
が

う
か
が
え
た
説
明
会
だ
っ
た
。
 

四
月
ス
タ
ー
ト
ま
で
あ
と
わ
ず
か
 

し
っ
か
り
覚
え
よ
う
…
消
費
税
の
仕
組
み
 

ー
五
所

川
原
法

人

会
金

木

支

部
が

説

明
会
開

催

す
る

ー
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新築は地元職人に任せて・・・ 

第2回「住宅無料相談日」開設 
町商工会

建工部会 

ちりも積れば山となる？ 

-3年で18万円貯金 

～つり銭貯金運動展開～ 

▲普なつかしい「金多豆蔵」人形芝居 

貯
蓄
実
銭
地
区
ー
 

喜
良
市
下
町
々
内
会
 

（
今
清
作
会
長
）
が

主
催
し
た
 
「金
多
豆

蔵
」
人
形
芝
居
一
座
 

（
五
所
川
原
市
ー
木

村
幸
八
代
表
）
が
去

る
二
月
十
日
、
喜
良

市
生
活
改
善
セ
ン
タ
 

ー
を
訪
れ
“
貯
蓄
》
 

を
通
し
た
芝
居
内
容

に
、
地
区
の
子
供
、
 

大
人
の
笑
い
が
会
場

い
っ
ぱ
い
に
響
き
わ
 

▲たくさんの人が訪れた喜良市生活改善センター 

喜
 
良
 
市

下
町
々
内
会
 

た
っ
て
い
た
。
 

こ
の
催
し
は
、
同
町
内
会
が

県
か
ら
貯
蓄
実
践
地
区

に
指
定
 

（
昭
和
6
1年
か
ら
三
年
間
、
県

内
で
十
ケ
所
）
さ
れ
て
い
る
一

環
と
し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、
 

地
区
の
人
た
ち
に
生
活
の
合
理

化
を
通
し
て
貯
著
の
も

つ
意
味
、
 

子
供
た
ち
に
も
の
を
大
切
に
す

る
習
慣
や
正
し

い
金
銭
感
覚
を

身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
が
目

的
。
 

こ
の
日
は
、
昔
な
つ
か
し

い
 

「金
多
豆
蔵
」
の
人
形
芝
居
を

一
目
み
よ
う
ー
と
地
区
の
お
年

寄
り
、
親
子
迎
れ
な
ど
約
二
百

五
十
人
余
り
が
見
物
、
会
場
に

入
り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
大
盛
況

だ
っ
た
。
 

芝
居
で
は
 
「豆
に
働
け
れ
ば

金
が
多
く
た
ま
っ
て
、
蔵
が
建

つ
」
と
い
う
金
多
豆
蔵
の
名
前
の

由
米
や
「
お
金
が
な
け
れ
ば
、
 

心
の
ゆ
と
り
も
な
い
ー
い
な
ど

と
津
軽
弁
を
混
じ
え
て
演
じ
ら

れ
た
芝
居
に
、
見
物
客
も
「
な

る
ほ
ど
ー
い
と
頭
を
上
下
さ
せ

て
い
た
。
 

同
町
内
会
で

は
、
貯
著
推
進

運
動
の
初
年
度

（
六
十
一
年
）
 

か
ら
、
町
内
全
戸
を
対
象

に
買

物
な
ど
で
余
っ
た
つ
り
銭
を
貯

金
し
よ
う
ー
と
い
う
「

つ
り
銭

貯
金
運
動
」
を
展
開
し
て
き
て
 

住
ま
い
の
こ
と
な
ら
何
で
も

相
談
に
応
じ
ま
す
ー
と
、
金
木

町
商
工
会
建
設
工
業
部
会

（
長

尾
甚
五
郎
部
会
長
ー
部
員
百
七

十
人
）
で
は
去
る
二
月
十
九
日

町
商
工
会
館
で
「
第
二
回
住
宅

無
料
相
談
日
」
を
開
設
し
た
。
 

こ
の
無
料
相
談
は
、
昨
年
か
 
 お

り
，
三
年
間
で

一
戸
当
た
り

＋
万
ー
十
八
万
円
が
貯
帯
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
お
金
は
、
各
家

庭
で

一
度
も
払
い
出
し
す
る
こ

と
な
く
、
子
供
の
，
入
学
資
金

用
》
な
ど
の
た
め
に
預
金
さ
れ
 

開
設
し
て
い
る
も
の
で
、
新
築

計
画
の
見
積
も
り
は
も
ち
ろ
ん

木
材
、
鉄
骨
、
左
官
、
金
融
ま

で
キ
メ
細
か
く
対
応
し
て
く
れ

る
と
あ
っ
て
、
こ
の
日
は
町
民

四
十
人
が
会
場
を
訪
れ
て
い
た
。
 

相
談
で
は
、
四
月
か
ら
導
入

さ
れ
る
消
費
税
関
連
の
相
談

や

資
金
借
入
、
坪
単
価
な
ど
の
相

談
の
応
対
に
迫
わ
れ
て
い
た
が
、
 

今
年
の
相
談
傾
向

に
つ
い
て
長
 

尾
部
会
長
は
「
 

暖
冬
少
雪
の
た

め
か
、
今
年
は

雪
対
策
に
関
す

る
相
談
が
少
な

か
っ
た
 
ま
 

た
、
三
月
中
に

材
料
費
を
買
っ

た
場
合
消
費
税

が
か
か
ら
な
い

た
め
に
、
駆
け

込
み
の
新
築
者

が
増
え
て
い
る

い
と
話
し

て
い

た
。
 

て
い
る
と
の
こ
と
。
 

預
金
精
心
を
大
切
に
す
る
下

町
々
内
会
の
よ
う
に
、
私
た
ち

も
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
「
つ
り
銭

貯
金
」
を
心
掛
け
た
い
も
の
で

す
ね
。
 

住
宅
需
嬰

は
住
宅
金

融
公

庫
の
低
利
融
資
な
ど
の
要
因
も

あ
っ
て
、
昨
年
は
好
調
に
推
移

し
た
。
今
年
も
若
干

の
需
要
減

は
見
込
ま
れ
る
も
の
の
、
新
築

は
地
元
の
職
人
に
任
せ
て
ー
と

懸
命
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
 

ま
た
、
会
場
で
は
「
包
丁
無

料
研
ぎ
コ

ー
ナ
ー
」
も
設
け
ら

れ
、
こ
ち
ら
も
大
好
評
だ
っ
た
。
 

⑤ 金木だより~川I川IIIII1 

地
区
住
民
に
大
盛
況
だ
つ
た
。
 

津
軽
伝
統
 
「金
多
豆

蔵
」
を
通
し
て
 

人
形乏
喝
 
貯

蓄
推
進
訴
え
る
 

―人で4丁、5丁―。 

包丁無料研ぎコーナーも大好評ノ 

▲キメ細かく説明する建工部会のホームドクターたち 
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交通災害共済（1日，1円）に 
家族そろって加入しましょう 
万一交通」ド故にあった時のために、安いI卦金で 

見舞金が支払われる「交通災害共済」 に家族そろ 

って加入しましょう。 

⑥共済見舞金の額 

翼
拍喫
【
数W
”
飛典
 

翼
m
鰍
”数
W
”
以
トあ
“
衆国
 

実
泊
峨
”
駿

翼
m
噌
H
数
一
 

叩
日
以
ヒ
 
 

"
”
末渦
で
 

議

”散
 

園
【
以
上

器
憎
“数
 

で
  

災
 W
 の
 ）
 
度
 

兇
 亡
 I
-た
 
場
 
存
 

詳I
,
i
 

 

言
皇
“
“書
 

し
の
‘
善
し
 

又
は
人
院
？
き

人
院
加
】
未
《
  

以
」お
善
レ

人
院
 
”
”
 

 

‘
の
‘
寺
し
 

入
院
”
“
承
《
  

又
は
人
院
ケ
・
 

以
h
 旧
】
  

人
院
 ”
【
 
 

未
山
‘
訴
し
 

人
院
陶日

以
』士
寺
し
 
 

10 9 8 7 6 5 4 3 2 l 議 
2
5
.0
0
0
 
 

'
5
,0
C
0
 
 

3
5
 0
0
0
 
 

4
6
.0
0
0
 
 

6
0
.0
0
0
 
 

S
0
.0
0
0
 
 

l
l
0
.
0
0
0
 
 

1
3
0
.
0
0
0
 
 

l
50
.0
0
0
 
 

金
敏
  

L

o
o
o
刊
 

ち
な
み
に
．
町
内
で
は
一
人

暮
ら
し
老
人
が
現
在
百
四
十
人

も
お
リ
ま
す
。
 

一
 

＠会 費 
一般（年1111)350円、 
1人lII加入です。 

＠共済期間 
平成元年4月I Elから1年町 

＠加入申込先 
金木町役場町Iく課まで 

(云53-2III内線l6) 
加入中込飲畑IIぐ課にあリ 
ます． 

今
年
も
ま
た
、
唄
や
踊
リ
で
 

ま
た
米
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
も
 

生
活
の
中
て
ー
夫
を
凝
ら
し

た
か
っ
ち
ゃ
の
技
術
を
交
換
、
 

交
流
し
、
健
康
で
豊
か
な
住
み

よ
い
地
域
づ
く
リ
を
目
指
そ
う
 

ー
と
、

金
木

地
区
農
業

改
善

普
及
所
管
内
十
三
の
生
活
改
善

グ
ル
ー
プ
を

一
堂
に
会
し
て
、
 

去
る
ニ
月
二
十
三
日
、
 
「第
五

回
か
っ
ち
ゃ
の
腕
自
慢
、
味
自

慢
交
換
会
」
 
が金
木
町
商
工
会

館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。
 

こ
の
催
し
は
、
金
木

・
中
里
 

・

市
浦

・
小
泊
の
ニ
町
二
村
に

及
ぶ
金
水
地
区
生
活
改
普
グ

ル
 
 ー

プ
連
絡
協
議
会

（
伏
見
ハ
ル

ェ
会
長
廿
会
員
一
五
二
人

）
が

主
催
し
た
も
の
で
、
会
員
が
日

頃
自
慢
す
る
お
ふ
く
ろ
の
味
や

リ
フ
ォ

ー
ム
な
ど
に
、
作
り
方

や
加
工
上
の
注
意
を
書
い
た
符

せ
ん
を
付
け
て
持
ち
寄
っ
た
約

百
展
が
集
ま
っ
た
。
 

会
場
の
同
館
は
、
野
菜
や
お

菓
子
、
乾
物
な
ど
の
即
光
コ

ー
 

ナ
ー
も
あ
っ
て
か
朝
か
ら
大
入

り
満
員
の
大
盛
況
で
約
五
百
人

が
来
館
し
て
い
た
。
入
れ
代
わ

り
立
ち
代
わ
り
訪
れ
る
か
っ
ち

ゃ
た
ち
は
、
特
産
物
を
生
か

し
た
漬
け
物
や
サ
ラ
ダ
、
お

弁
当
の
作
リ
方
な
ど
を
メ
モ

す
る
姿
で
ご
っ

た
返
し
し
て

い
た
。
 

ま
た
こ
の
日
は
、
昨
年
人

気
投
票
を
得
た
①
魚
の
か
ま

ぽ
こ
②
玄
米
カ
ス
テ
ラ
③
あ

ん
こ
入
リ
よ
し
④
ふ
ろ
敷
利

用
の
買
物
袋
⑤
ハ
ン
カ
チ
利

川
の
化
粧
ポ

ー
チ
⑥
ス
ト
ツ

ギ
ン
グ
利
用
の
風
呂
マ
ッ
ト
 

ー
な
ど
の
実
演
コ

ー
ナ
ー
し

併
設
さ
れ
、
入
館
者
に
作
リ

方
を
振
る
舞
っ
て
い
た
。
 
 

楽
し
ん
で
も
ら
お
う
ー
と
去
る

一
一月
九
日
 
「扇
松
会
」
 
（
白川

章
一
会
長
I
会
員
十
三
名
）

一

行
は
、
川
倉
の
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
 
「あ
し
の
園
」
 
（
入園

者
五
十
名
）
を
慰
間
し
た
。
 

同
会
で
は
、
七
年
前
か
ら
同

園
の
慰
問
を
毎
年
欠
か
さ
ず
統

け
て
お
リ
、

こ
の
日
を
楽
し
み

に
待
っ
て
い
た
お
年
寄
リ
た
ち

に
、
民
謡
、
歌
謡
、
手
踊
リ
な

ど
約

一
時
間
に
わ
た
っ
て
披
露
。
 

多
種
多
芸
の
芸
に
お
年
寄
リ
た

ち
は
大
喜
び
で
し
た
。
 

「
喜
ん
で
も
ら
え
て
私
た
ち

も
と
て
も
う
れ
し

い
。
来
年
も
 
 お

元
気
で

ー
い
と
、
 
一
行
は
再

会
を
誓
い
合
っ
て
い
た
。
 

こ
の
後

一
行
は
、
金
木
町
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
な
わ
れ

た
「

一
人
暮
ら
し
老
人
ふ
れ
あ

い
昼
食
ムご
（
老
人
八
十
人
出
席
）
 

で
も
唄
や
踊
リ
を
披
露
し
．

お

年
寄
リ
た
ち
か
ら
大
変
喜
ば
れ

た
。
ま
た
、
こ
の
昼
食
会
で
は
 
「
 

金
踊
ム
ご
（
今
ト
シ
会
長
I
会
貝

三
十
名
）
でも
日
頃
練
習
し
て
い

る
ダ
ン
ス
な
ど
を
披
露
、
お
年

寄
り
た
ち
は
充
実
し
た
楽
し
い

一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で

き
た
。
 
 

防
衛
の
発
展
拡
大
に

尽
カ
 

沢
田

茂
氏
に
 

陸
上
自
衛
隊
よ
り

感
謝

状
贈
呈
 

こ
の
ほ
ど
、
陸
上
自
衛
隊
弘

前
駐
屯
地
司
令
よ
リ
沢
田
茂
氏
 

（
嘉
瀬
）
に
感
謝
状
が
贈
皇
さ

れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
同
氏
が
、
金
水
町
自

衛
隊
協
力
会
々
長
と
し
て
自
衛
 

一
隊
の
各
種
行
事
及
び
自
衛
官

一
募
集
の
発
展
拡
大
（
中
央
公

民
館
前
に
募
集
肴
板
設
置
な

ど
）
に
尽
力
さ
れ
て
き
た
と

同
時
に
、
防
衛
思
想
、
防
衛

意
識
の
高
揚
に
貢
献
さ
れ
た

功
績
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
。
 

現
在
、
金
木
出
身
自
衛
官

官
は
お
よ
そ
百
人
、
今
春
は

女
子

一
人
を
含
む
三
人
が
当

町
よ
リ
入
隊
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。
 

	mmml旧金木だより ⑥ 

▲大入満員で賑った味自慢交換会 

▲「あしの園」を慰問した扇松会の皆さん 

▲自衛隊五所川原募集事務所長（割とj尺田氏同 



栄光を讃えて 

昭 和 63 年 度 

『金木町スポーツ賞』授与 

～今年度活躍した選手16人に～ 

‘
浜
田
教
育
委
員
長

（
前
列
左
か
ら
四
 

人
目
）
、近
藤
教
育
長

（
同
三
人
目
）
 

と
こ
の
日
出
席
し
た
受
賞
者
た
ち
。
 

⑦ 令木だより川川Im"m…・・ 

《日召禾ロ63年度「金木町ースポー、ソ賞」受賞者》 

氏 名 学校・学年 種 目 受 賞 内 容 氏 名 学校・学年 錘 目 受 賞 内 容 

泉 谷 有 香 金木中（1年〕 陸 県中学校陸上競技選手権大会 

l年女子砲丸投 1位 

加 藤 博 金木高(3年） ウニイト 

りフテイング 

(82.淑級〕 

校
県
高

ミ

総

予
校

ニ

位
位
泣

位

高
休
北

北

県
国
東

東

体
船
排

眺
 

白 川 美 樹 I, 	I? I, 県中学枚陸上競技選乎権大会 

】年女子走幅跳 3位 

山 中 匠 金木南中（3年｝ 相 	撲 全岡火会 3 位 

東北火会団休 準優勝 

中 村 透 金木高(3年） " 

(52'g級） 

っ
】
l

3
 

位
位

位
 

県
国
東
 
高
体

北
 
総子

ニ
 
体選国

 
ム
」

体

絞
県

・、
、
 

 

山 中 幸 樹 " 	(2年） 
I
II 川 清 敏 " 	(3年） 1! 県中体連団休 準優勝 

木 川 敏 彦 " 	(1年） 柏 谷 伸 也 五工高（3年） " 

何.5kg勘 

県高校総体 	l位

東北高校選手権大会 l位 

東北総体 	 l位 
加賀谷 将 栄 " 	(3年〕 ス キ一 

県中体連スキー競技大会複合準優詩 
（全国大会出場） 

IIi 崎 聖 志 " 	(2) 'I ●猫懸 *-(IflIflI鎌続 角 田 貴 昭 弘工高(2年） 'I 	球 全国高枚野球背森火会 優勝 

（甲子剛出場） 

葛 西 健 金木高（教論） 

・

J
  

・
 

‘
 
 

ー
 
生
 

東北陸上眺技選乎権大会 

ハンマー投 1位 

砲丸投 	1位 

県民休育大会（町の部） 

砲丸投 	1位 

火 鵬 美香子 五商高（3年） 

ソ
 
ボ
 
フ
一
 
ト
ル
 

県高佼春季ソフトボ一ル選手権大含侵讐 

県高校鶴体ソフトポール競技 	優詳 

東足高使ソフIボーIシ選手権大会準優舞 

東北高捜範体ソフトポール脱技 	第3位 

今 美 保 I, 	('I 	) 

加 藤 博 企木高（3年） り‘イトリフ’,ング 
(82.5kd&) 県高核春季大会 1位 沢 Ill 真由美 2年） 

ン
」
 

族
 

家
 

た
 

れ
 

離
 

く
 

出
稼
ぎ
し
て
い
る
家
族
が
心

待
ち
に
し
て
い
る
、
町
内
小

・

中
学
生
の
出
稼
文
集
「

ふ
る
さ

と
」
 
がこ
の
ほ
ど
刊
行
さ
れ
た
。
 

こ
の
文
集
は
、
ふ
る
里
を
遠

く
離
れ
懸
命
に
働
い
て
い
る
家

族
と
、
留
守
を
預
か
る
子
供
達

を
結
ぶ
 
“ふ
る
さ
と
通
信

〉
で
、
 

町
が
丘
年
前
か
ら
発
行
し
て
い
 

去
る
二
月
ニ
十
七
日
、
役
場

会
議
室
で
「

昭
和
六
十
三
年
度

金
木
町
ス
ポ
ー
ッ
賞
授
与
式
」
 

が
行
な
わ
れ
、
今
年
度
活
躍
し

た
選
手

一
人
一
人
に
、
近
藤
教

育
長
か
ら
賞
状
と
記

念
の
メ
ダ

ル
が
贈
ら
れ
た
。
 

こ
の
ス
ポ

ー
ッ
賞
は
、
町
の

ス
ポ
ー
ッ
振
興
に
功
労
、
功
績

の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
に
贈

ら
 
 る

も
の
。
全
二
百
三
ペ
ー
ジ
の

文
集
に
は
、
金
木
小
、

川
倉
小
、
 

喜
良
市
小
、

嘉
瀬
小
、
金
木
中
、
 

金
木
南
中
の
児
童
、
生
徒
三
百

八
十
一
人
が
綴
っ
た
作
文
を
自

筆
そ
の
ま
ま

に
印
刷
さ
れ
て
お

り
、
子
供
達

の
成
長
の
様
子
や

温
か
さ
が
伝
わ
っ

た
も
の
に
な

っ
て
い
る
。
 

れ
る
も
の
で
、

昭
和
四
十
三
年

度
か
ら
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
 

今
年
度
も
町
内
外
に
名
を
果
せ

活
耀
し
た
選
手
十
六
人

に
贈
ら

れ
た
。
 

受
賞
者
は
上
記

一
覧
表
の
と

お
り
で
す
。
 

「
今
年
は
雪
が
少

な
く
て
、
 

ス
キ
ー
で
遊
べ
な
い
の
が
残

念
で
す
。
お
父
さ
ん
が
帰
っ

て
来
た
ら

一
諸
に
そ
ャ

ッ
チ

ボ
ー
ル
を
や
ろ
う
ね

ー

（
金

木
小

一
年
・こ
ん
ゆ
う
す
け
）
、
 

「幸
子
と
沙
織

は
誕
生
日
が

き
て
、
九
歳
と
三
歳
に
な
り

ま
し
た
。
お
父
さ
ん
も
ケ
ガ

や
病
気
を
し
な

い
で
仕
事
頑

張
っ
て
下
さ
い

ー
 

（
嘉
瀬

小
五
年
・
小
松
望
都
子
）
、「
私

は
受
験
勉
強
で
頑
張
っ

て
い

ま
す
。
志
望
校
に
合
格
し
た

ら
電
話
か
け
る
の
で
、

そ
れ

ま
で
待
っ
て
い
て
下
さ

い
。
 

は
じ
め
て
の
出
稼
ぎ
で
お
父

さ
ん
も
大
変
だ

と
思
う
け
ど
、
 

体
に
気
を
つ
け

て
頑
張
っ

て

下
さ
い
ー
い
 
（
金
木
中
三
年
・

泉
谷
真
奈
美

）
ー
な
ど
。
出

稼
ぎ
に
山
る
人
は
、
家
族
の

大
黒
柱
だ
け
に
、
そ
の
寂
し

さ
も
ま
た
反
映

さ
れ
た
文
集

と
な
っ
て
い
る
。
現
在
町
か
ら

県
外
に
出
稼
ぎ
に
出
て
い
る

人
は
、
関
東
を
中
心
に
約
千
四

百
人
（
人
口
の

一
割
）ほ
ど
い

ま
す
が
、
・
」
の文
集
は
早
々
東

京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
埼
玉
な

ど
ニ
百
七
十
二
箇
所

の
事
業

所
に
送
付
さ
れ
ま
し
た
。
 

戸

文
集
て
結
ク

る
さ
と
通
信
4
 

競
線
讐
ふ
る

さ
と
』
刊
行さ
れ
る
 

と
 

ふ
、」
 

ろ
 

て
U
 

   

！
一
式
 

一
 
‘

、
 

 

騰 

  

   

青森県金木日「 

▲このほど刊行された文集・ 
「ふるさと」 



り
 
賞
状
と
副
 

」
ん
賞
の
楯
、
ォ
 

翼
ル
ゴ

ー
ル
時

輸
計

を
受
賞
し
 

記
藤
た
千
加
子

さ
 

凝

ん
は
「作
文

勤

は
大
好き
で
 

《
大す。

 

 
で
も

、
 

に
 
・‘

 

ー
？
,
 

ー
 
リ
に
素
直
に

計
 
＼
」
告
」
上
ず
た

を
見
た
感
動

を
、
f

供
な

リ
に
素
直
に

書
き
上
げ

た
 

応募作品なんと342点の中から 

エ藤千加子二（ )響り快挙．ク 

見事『東奥日報社長賞』の栄冠 
～第 9 回「私の冬休み」コンクール～ 

東
奥
日
報
が
主

催
し
た
第
九
 

ま
さ
か
入

賞
す
る
と
は
思
い

ま
 

？

、
、
、
、
？、く

？
ー、
、
、ー
ー？
ー、
く
く
ノ
、
、

‘
、
1

、

く

ノ
、‘

、
、
、
、
、
？?
?？、
I~

I

、
」
 

回
「
私
の
冬
休
み
」
作
文
コ

ン

ク
ー
ル
で
、

川
倉
小

四
年
廿
工

藤
千
加
子
さ
ん
（
藤
枝
）
は
、
 

見
事
「

東
奥
日
報
社
長
賞
」
の

大
賞
を
射
止

め
た
。
 

こ
の
コ
ン
ク

ー
ル
に
は
、
県

内
小

・
中
学
生
か
ら
、
な
ん
と

三
百
四
十
ニ
点
の
応
募
作
品
が

あ
っ
た
が
、

こ
の
中
か
ら
た
だ

一
点
工
藤
さ
ん
の
作

晶
が
選
ば

れ
た
も
の
リ
 
「f

犬
が
生
ま
れ
 

何
げ
な
い
こ
と
、何
げ
な
い
も
の

で
も
、
見
方
ゃ
、
感
じ
方
で
 

こ
ん
な
に
す
ば
ら
し
い
作
品
に
o
 

て
い
る
」
と
題

し
た
千
加
子
さ

ん
の
作
品

は
、
自
宅
近
く
で
偶

然
、
子
犬
が
山
産
さ
れ

る
様
子
 
 

せ
ん
で
し
た
。
担
任
の
長
谷

川

先
生
か
ら
入

賞
を
知
ら
さ
れ
た

時
は
、
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
 

新
聞
に
発
表
さ
れ
て
、

家
族
み

ん
な
は
赤
飯
を
炊
い
て
喜

ん
で

く
れ
、

中
で
も
お
じ

い
ち
ゃ
ん

が
お
祝

い
の
ケ
ー
キ
を
買
っ
て

き
て
く
れ
て
、
 
一
番
喜
ん
で

い

た
み
た
い
ー
い

と
、
う
れ
し

そ

う
だ
っ

た
。
 

干
加
子
さ
ん
の
大

賞
受
賞

に

村
山
芳
秋

同
校

々
長
は
「
う
ち

の
学
校
で

は
、
三
年
前
か
ら
み

ん
な
の
前
で

】
人
一
人
が
意
見

発
表
す
る
“

お
話
集
会

）
を
実

施
し
て

い
る
。
そ
れ
が
千
加
子

さ
ん
の
作

文
上
達
に
も
つ
な
が

っ
た
の
で
し
ょ
う
ー
い

と
、
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
け

て

い
か
一
 

受
賞

作
品
 

題
「
子
犬
が

生
ま
れ

て
い
る
」
 

冬
休
み
しそ
ろ
そ
ろ
終わ
リ
に
近
い
 
”
 

ト
六
H
の
朝
八時
ご
ろ
で
し
た
。
け
ん
やリ

し
て
．
何
か
さ
っば
リ
し
なか
った
の
で
、
 

外
へ
出
て辺
リ
を
見回
し
，線
路
の
方を
見

た
ら
．
 

「ク
ー
ン
．ク
ー
ン
“
 

と
．
犬
の
鳴
き
声
に
に
て
いる
け
ど何
か

ち
が
う
よ
う
む
へん
な
刈
が
しま
し
投

そ
れ
は
．家
の
裏の
方か
ら聞
こ
え
てく
る
 
 声

で
し
た
。準
庫
の
裏の
方に
ま
わり
、静

か
に
，静
か
に
、音
の
す
る
方に
近
よ
って

み
ま
した
《
 

「ク
ー
ン
い
 

と
いう
声
が
だ
ん
だん
は
げ
しく
な
って
い

き
ま
した
，《
庫
の角
か
らち
ょ
っと
川を

出
す
と
茶色
の
犬が
い
ま
した
。
の
・
り
犬で

す
，
わ
た
し
の家
で
は
犬を
か
って
い
な
い

の
で
、の
ら
犬だ
と
す
ぐ分
か
リ
ま
し
た
．
 

何
を
十る
の
かず
っ
と
見
て
い
ま
し
た
．犬

が
杵
し
そ
う
に
山
を川
し
て
いま
し
た
．
 

わ
た
し
は
、何
か
惑い
物
でし
血
ぺ
た
の

か
たと
思
って
いま
し
た
h
で
し
．
何
だ
か

様
子
が
お
か
し
い
の
で
．
何
を
し
た
ん
だ
ろ

う
と
思
って
ヒ
「と
じ
っと
長
い
時
間
．
見

て
いま
し
た
。よ
く
見
る
と
そ
の
犬の
お
な

か
が
、大
き
く
な
って
い
上
した
】親
犬
だ

っ
た
の
です
。
親
犬
は
、す
わ
「た
まま
苫

し
そ
う
に
して
い
ま
した
。
 

「ガ
サ
ッい
 

と
音が
し
ま
し
A
わ
た
しは
，だ
れ
か
、か
い

主
でも
き
た
●
忌い
，か
く
れ
ま
した
。そ
れ

か
らま
た
姐
を
出
した
ら
．そ
れ
は
、白
い
 

犬
が
そ
ば
に
よ
っ
て
き
た
音だ
っ
た
の
で究

お
す
犬の
よ
う
です
。
何
し
お
な
か
がふ
く

れ
て
い
ま
せ
ん
一
 

わ
た
し
は
．そ
の
時
や
「と
、赤
ち
ゃ
ん

が
生
ま
れ
る
の
だと
気
がつ
き
ま
した
。白

い
犬は
、す
ぐ
帰
リ
ま
し
た
“ヒ
っ
と
見
て

る
と
息を
 

に
ア
．
（
ア
．
（
ア
．
（
ア
い
 

と
切
ら
し
て
と
って
し
、と
っ
て
し
苫し
そ

う
で
し
た
“よ
だ
れ
し
な
がし
，鼻
の
光し

ぬ
れて
．わ
た
しは
見
て
い
ると
何
か
．気

持
ち
が
惑
く
を
「て
き
ま
した
。
で
も
．生
 

ー
j
 
・
一
て
‘
 
'I・
 

・

J
4
1
.）
繁誉
衿
y&
 

ま
れ
そ
う
な
犬の
姿
が
見た
く
て
じ
っと
動

か
な
い
でい
ま
し
た
。
 

す
る
と
．お
な
か
が
ピク
ピ
ク
ッと
動
き

ま
し
た
】
 

「あ
っ
．生
ま
れ
る
っい
 

と
思
い
ま
した
！わ
た
し
は
，自
分
の
手を

ぎ
り
っ
と
に
ぎリ
、予
の
中
があ
せ
で
び
し

ょ
び
し
ょ
に
な
って
いま
し
た
。
 

次
に
お
しリ
のあ
た
リ
か
．し
っ
ぽ
の
つ

け
ね
の
方か
．わ
か
らな
い
け
ど
，是
の
よ

う
な
しの
が
ニ
コッ
と
出
てき
ま
し
た
】あ

と
か
ら
．体
の
よ
う
なま
る
い
、ぬ
る
「と

し
た
、白
っ
ぽ
い
もの
が
、セ
リ
ー
のよ
う

か
感
じ
の
しの
に
つ
つま
れ
て
出
て
さ
ま
し

た
“血
の
よ
っ
む
もの
も出
て
い土
し
た
】
 

少
し
た
っ
た
、
り川
も
川
て
き
ま
した
“r
犬

が
生
ま
れ
た
の
です
《
初
め
て
見ま
し
た
】
 

次
か
ら
次と
三
び叫並
ま
れ
てき
ま
した
“
 

親
犬
は
、
f
犬
を
な
め
て
、か
わ
の
よ
う
な

し
の
をと
っ
て
い
まし
た
“
わ
た
し
は
、そ

ば
（
行
って
親
犬を
な
でま
し
た
】か
み
つ

か
れ
ると
思
った
け
ど
か
み
つか
れ
ま
せ
ん

で
し
た
“三
びき
の
休
が
毛が
少し
か
わ
い

て
き
ま
した
。毛
が
か
わ
い
た
あと
な
でて

み
ると
．

・ぎ

ふ
さ
し
て
いて
．と
っ
て
し

か
わ
い
い
犬
で
し
た
。三
び
き
の
う
ち
、
 
一
 
 び

き
は
パー
マ
がか
か
って
いる
よ
う
で
，
 

あ
と
の
二ひ
き
は
ふ
つう
の
ふか
ふか
の
毛

で
し
た
“ま
だ
十五
《が
ニ
ト
【
．ぐら
い
し

か
身
長
があ
リ
ませ
ん
で
し
た
。
パ

ー
マ
が

か
か
って
いる
よ
フ
な
犬は
茶色
で
．し
つ
 

ー
びき
は
黒
で
．あ
と
の
．び
き
は
白
でし

た
．
 

わ
た
し
は
．生
ま
れ
ては
じ
め
て
．犬
の
 

生
ま
れ
る
し
ょん
かん
を
見ま
し
た
．子
犬

が
生
ま
れ
る
の
を
見て
．
 

「n
分
し
．お
母さ
ん
の
お
を
かか
ら
．あ

あ
や
って
生
ま
れ
だん
だ
ぺ
ない
 

と
思
いま
し
た
．
 

そ
の
犬の
親r
は
．わ
た
し
の知
ら
な
い

問
に
い
なく
な
って
し
ま
いま
し
た
！

子
犬
は
ど
の
く
ら
い
の
大き
さ
に
を
「て
．
 

ど
こ
でく
ら
し
て
い
る
の
か
なと
とき
ど
き

思
い
山し
ま
す
“
 

'St川II川岨金木だより ⑧ 
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A更新されたし尿処理機械 

西
北
五
衛
生
処
理
組
合

（
森

川
稔
夫
管
理
者
廿
構
成
市
町
村
 

・

金
木
町
他

一
市
三
町
六
村

）
 

で
は
こ
の

ほ
ど
、
中
里
町
若
宮

地
区

に
あ
る
「
北
部
衛

生
セ
ン

タ
ー
」
の
し
尿
処
理
施
設

の
前

処
理
設
備
の
更
新
工
事

（
総
額

三
千
百
万
円
）
を
、

国
庫
誠

助

及
び
厚
生
年
金

・
国
民
年
金

還

元
融
資
事

業
に
よ
り
完

了
し
、
 

今
後
関
係
市

町
村

の
し
尿
処
理

に
一
層
の
安

定
が
計
ら

れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
 

同
組
合

へ
の
昭
相
六
ト

三
準
 

度
金
木

町
負
担
金

は
、
四
F
百

九
万
六

F
円
。
稲
垣
村
繁
川
地

区
に
あ
る
同
組
合
「

西
部
衛
生

セ
ン
タ

ー
」
（
焼却
施
設
）

の
管

理
連
営
費
な
ど

も
へ

ニ
の
お
金

が
使
わ
れ
て
お
リ
、
町
の
塵
芥

車
が
収
集
す
る
外
で

燃
え
る
ゴ

ミ
を

一
般
家
庭
で

持
ち
運
ん
だ

場
合

（
た
と
え
ば
、
住
宅
解
体

後

の
柱
な
ど
。
但
し
、

大
き
い

釘
は
抜
く
こ
と
。
）
、
無
料
で

処

理
し
て

く
れ
て
い

ま
す
〕
 

⑨ 金木だより川川I川m" 

矛 ー地域経済の活性イI1)II' 魅力あるふるさとづくりに 

γ 町と金融機関がー体となって 地域総合整備資金 

民間事業支援のための長期低利資金貸付．ク貸付制度開設 

地方公共刊体が1ぐIIり事業者に対す
る融資を行う制度で本年（平」友心年） 
から‘央施され上す。 
この制度は地 Jj公共付1f4( I町）が金 

I独機関等と共同して、地」或の削意工
夫を活かす Jj向でtt;IIIJド業活動等を
支援するためのI乏期低利資金供給シ
ステムであり、地域の」‘そ！叫、地’或犠
済の活性化と魅力ある，よ．るさとーブく
リに資するためのしのです。 
内容は次のとおリです。 J羊しいこ

とは役場企画室（曽53-2111内線40) 
へお 'aリ合せ下さい“ 
1．期ii虻のIIkt要 
の 本制度の実施団体 

郡iこ府県及び市町村 
ただし、両者が同ーの’I‘業
に対して“l資することはし
なし、。 

(2） 融資対象者 
第3七クターを含む民間’jc業

ぐり 融資対象‘ド業 
1) 対象事業は，」也方公共団

休が策定する地I皮振興I馴川
能ii活川り‘業討lIIIi に位置づ
けられたもので．公共性． 
’ド業I采算刊三、“糾又益ヤE等の
附L'Il（カ、ら実施されるものと
する‘， 

2) ‘没備投資を対象‘ド業とす  

る。 ただし、対象’ド業費に
算人する川」也取得費は全休
事業費の％相当割iをI:IU里と
する。 

: ) 1寸象事業は．次の要件を 
i茜たさなけれ【fならない。 
ィ．新規雇川者の」曽加が都 
道府県及び指定都市につ
いては10人以 I. iFi-町村 
（指定都市を除く．につ、、 
ては 5 人以 hであること“ 

ロ．，没備投資の稔額（川地
取得費を除く．,）が l億川
以上であること。 

’、． 'Ii地取得等契約後 3 年
以内に出該施設の1‘業供 
I目をIi1始すること。 

(iD 融資限度額 
1件当たリ、都道府県及び
指定都市については20億川
以ド．市町村（指定都市を
除くリ）については 5 億円以
ドとする.( 事業が年I変を超
えて実施される場合であっ
て．当‘汝事業が複数の施設
をー休的、総合的に整備す
るしのである場合には、 1 
件当たリの融資金割‘を都道
府県及び指定都市について
は30億川．市町村（指定都  

市を断1く .：ついて【よ 7.5 
億FIを‘艮I変として増奮iする
ことができる,) 

⑤ 411 	fi, 
民I川金融機関等の保Jd三を必
ずつけることとする， 

電） II女策金I独との，叫和 
開銀等の政策金融機関が嬢l 
方公共団休の剛ぽiと協，醐し
て融資を行うことができる
ように、l片団は」也方公共I.J' 
休のI独資分の残リについて． 
I独資案rトをI攻策金融機関に
幸年旋するリ 

2.i維資内容 
くD ・ド業費の20%を I二限とし、地

方公共団休が無平り fの融資を行
つ．、 

(2） 事業費の80%分は民間金融機 
I期及び政府系金融機関がj山常の
融資を行う。 

3.資金貸付の手続き 
【 l】事業者が地方公共'Ii休へ
の融資IIIし込み（1‘業‘汁rail 書・
資金計画等の提III) (2】 ふる
さと財団による総合自りな調査・
検，け 【 3 】議会のf算議決 
【4 】資金，淵達し．Iそ付の実行 

A岩木川に設置されたゴム堰の全景 

岩木川に設批した芦野堰（ゴム堰＝・~1里・ に苦；森刀’ f l 'I" l ー  UXILL L.  ' l '  JJJl電 \ 一 ‘、JIK ー ’ I' I  
芦野地区）は、洪水から地域住民を守るため ”『、王 z, 
に、川幅を広げたところに作った堪です。』り ー 需血八 

がないと農業川水が取れなくなることから、 	J」× 務 thx 
建設省が昭和60年から作リはじめ、昭和63年 Jir WI 'J'-

10月に完成した大切な施設です。 

しかし、I咋年11月初め頃小型船舶のスクリューによると思

われる穴があき、起立することができなくなりました。今は

修理を完了していますが、今後このような！ド故があリますと、 

大切な水が取れなくなリます。 

小型船舶をお持ちの方は、芦野堰（ゴム堰）の上を通らな

いよう ト分に注意してください。 

建設省青森工事・ド務所 'I..所川原出張所（雪34 1 2738) 

」
t
一
r
＞
、
？
亡ョ
、、
 
建
設

省
青
森
工
事
事
務
所

舟
〈
t
o
才

原
し
く

J五
所

川
原
出
張

所
 

芦
野
堰
（
コ
ム
堰
）
に
か
か
る
船
舶
 

《
北
部
衛
生
セ
ン
タ
ー
》
 

し
尿
処
理
施
設
の
 

更
新

工
事

完

了
 



I sill'川II川I川金木だより ⑩ 

金木病院カルテ⑩ 

「妊娠中毒症」 
について 

驚 4-驚角田 つね 

、
神
 

徹
（
友
 
古
）鯵
ケ
沢
 

（棟
方
恵
美
子
（
秀
 古
）
喜
良
市
 

お
 
＜
 
や
 
み
 

野
戸
谷
カ
ネ
コ

荒
関
 
淳

一

荒
関
 
俳
作

泉
谷
 

諭

山
口
 
修
一

葛
西
 
き
な

伊
藤
 
忠
作

中
谷
仁
太
郎
 

コ
◇

お
わ
び
◇

ー
 

金
木
だ
よ
り
ニ
月
号
中
．
お

め
で
と
う
一
欄
で
長
尾
和
磨
ち

ゃ
ん
（
喜
良
市
）
が
和
麿
に
、
 

ま
た
町
税
完
納
月
間
％
ー
が
、
 

%
I

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
 

訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。
 

、
 

7
8才
 
嘉
 

川 喜 金喜 川 金 金嘉 
良 良 

倉市 木市 倉木木瀬 

81 92 63 16 79 78 
才才オ才オ才 

8
3オ
 

さ あや 

沙絢ちゃん 
1 月29日生まれ

体重3,638グラム

嘉瀬下鍛冶町
山中光さんの長女 

しょうた 

期太ちゃん 
1 月24日生まれ 
体重2,430グラム 
喜良市下町 

伊丸岡豊さんの次男 

.
 

、
  

え
、
 

女
性
に
と
っ
て
妊
娠
、
出
産

は
一
生
の

】
大
事
で
、
我
が
子

を
手
に
抱
い
た
時
の
喜
び
は
何

事
に
も
代
え
難
い
も
の
と
思
い

ま
す
。
し
か
し
、
大
多
数
の
人

が
順
調
に
山
産
を
終
え
る
の
に

対
し
、
妊
娠
中
に
は
種
々
の
病

気
を
合
併
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
筆
預
に
挙
げ
ら
れ
る

の
が
「妊
娠
中
毒
症
」
で
、今
で

も
妊
婦
の
死
亡
原
因
の
第

一
位

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

妊
娠
中
毒
症
の
症
状
は
、
高

血
圧
、
浮
腫

（
むく
み
）
、
蛋

白
尿
が
主
な
も
の
で
す
。
妊
婦

検
診
で
は
こ
れ
ら
は
必
ず
調
べ

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

（
母

子
健
康
手
帳
に
記
入
欄
が
あ
り

ま
す
）
。
そ
の
他
頭
痛
、
め
ま

い
、
吐
き
気
な
ど
の
抱
状
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
出
産
が
近

く
な
っ
て
か
ら
現
わ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。
 

こ
の
病
気
の
重
要
性
は
、
早

産
や
流
産
を
し
や
す
い
こ
と
、
 

満
期
産
で
も
未
熟
児
が
多
い
こ

と
、
母
体
に
後
遺
症
を
残
す
こ

と

（
約3
0％
に
腎
臓
病
や
高
血

圧
が
残
る
）
な
ど
に
要
約
さ
れ

ま
す
が
、
最
も
ひ
ど
い
と
死
亡

す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
で
す
．
 

か
か
り
や
す
い
素
因
と
し
て
は

両
親
に
高
血
圧
症
の
あ
る
人
、
 

腎
臓
の
病
気
に
か
か
っ
た
こ
と

の
あ
る
人
、
肥
満
の
人
、
ア
レ

ル
ギ
ー
体
質
の
人
、
高
年
州
産
 

（
三
十
五
歳以
上
）
の
人
な
ど

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
人
達
で
も
定
期

的
に
妊
婦
検
診
を
受
け
、
早
期

に
発
見
さ
れ
治
療
を
受
け
れ
ば

重
症
に
は
い
た
ら
ず
、
入
院
な

ど
も
し
な
く
て
す
み
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
妊
婦
検
診
が
重

要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
リ

ま
せ
ん
が
、
妊
婦
自
身
の
予
防
 
 も

大
切
で
す
。
そ
れ
に
は
①
塩

分
を
制
限
す
る
こ
と

（
一
日
十

グ
ラ
ム
以
内
）
②
十
分
な
睡
眠

を
と
る
こ
と

（
一
日
八時
間
以

上
）
O
妊
娠
中
の
垂
労
働
は
避

け
る
こ
と
④
精
神
的
安
静
を
保

つ
よ
う
に
努
め
る
こ
と
ー
な
ど

が
主
な
点
で
す
。
 

こ
れ
ら
は
、
妊
婦
本
人
の
自

覚
は
勿
諭
、
家
族
の
理
解
と
協

力
が
必
要
で
す
。
 

そ
れ
ま
で
健
康
で
あ
っ
た
女

性
が
、
妊
娠
に
よ
リ
生
命
を
落

と
し
か
ね
な
い
怖
い
病
気
、
そ

れ
が
妊
娠
中
毒
症
で
す
。
そ
れ

故
に
妊
婦
は
、
白
分
の
生
命
を

か
け
て
新
し
い
生
命
を
誕
生
さ

せ
よ
う
と
し
て
い
る
と
も
言
え

る
訳
で
、
囲
り
の
人
逮
の
優
し

い
心
遺
い
が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
最
後
に
付
け
加
え
て
お
き
ま

す
。
 

「妊
娠
中
毒
症
」
の
三
大
症
状
 

戸
籍
の
窓
 

ニ
月
届
出
 

お
め
で

と
《つ
 

伊
丸
岡
捌
太
 
豊
 

山
中
 
沙
絢
 
光
 

阿
保
奈
津
子
  

功
 

木
下
 
慈
大
  
純
 

一

工
藤
 
美
里
  
正
 
仁

其
田
 
玲
奈
 
孝
 
省

松
野
 
郁
也
 
岳
 彦

成
田
香
奈
里
 
道
 
春

八
鍬
 
樹
理
 
誠
 

今
 
天
照
彦
 
敏
 
彦

神
島
は
る
み
 鉄
 
三

外
崎
 
違
也
  
宏
 
治
 

お
し
あ
わ
せ
に
 

（」
」
 
「「
一
か
一
「
一
一一
“
 
」
 

て
 

、
ー
あ
な
た
の
善
意
ー
 

こ
の
ほ
ど
、
金
木
町
社
会
福

祉
協
議
会
へ
次
の
方
々
よ
リ
寄

付
が
あ
り
ま
し
た
。
福
祉
事
業

の
た
め
に
有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

▼
花
田
昭

一
 
（
小川
町
）
、
花

田

一
 （
北
新町
）
ニ
十
万
円
ー
 

香
典
の

一
部
▼
伊
藤
キ
サ

（
浦

町
）
十
万
円
ー
香
典
の

一
部
▼

金
木
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
プ

ー
十

万
円
（
寄
付
金
）
▼
白
川
勝

一
 

（
三
軒町
）
三
万
円
ー
香
典
の

一
部
▼
鈴
木
す
み
子

（
嘉瀬
）
 

一
万
五
千
円
ー
寄
付
金
▼
五
所

川
原
ヤ
ク
ル
ト
親
交
会
l

一
万

九
百
四
十
円
（
寄
付
金
）
▼
小

原
流

・
山
本
和
子
社
中

（
南新

町
）
】
万
二
百
六
十
円
ー
オ

ー
 

ク
シ
ョ
ン
バ
ザ

ー
の
益
金
▼
金

木
高
1
3H
R
ー
八
千
八
百
七
十

五
円

（
金高
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ

ザ
ー
益
金
）
▼
扇
謡
会

ー
五
千

円

（
寄
付
金
）
▼
川
倉
婦
人
会
 

I
二
千
七
百
二
十
八
円
（
一
円

募
金
）
▼
金
木
駅
職
貝
一
同
ー
 

二
千
百
六
十
円

（
寄付
金
）
 

r

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
仏ー

 

‘ 頭痛・め」い 
●ー日がはれぽったい 
●ー一手が理りにくい 

喜
良
市
 

金喜 金 川 金嘉 川 嘉 喜
良
市
 

喜
良
市
 

嘉
 
瀬
 

金
 
木
 

木 市 木 倉木瀬 倉瀬 

し (12月届出） 


